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1.はじめに
竹井らは､これまで日本外地における3011珊 0-)混
iW.性変化年､汁トを都lJ-1LJ.尉 勘村人に いJJ批∴Lから解析-
してきたが､特にflfrI!.'o)IJl1!L〔によrJ/;Ati.tの変化.lFk合
が光なることから､料 地U)/^根的‡寺徴を-･射軒,rるた
め､すでに文-1におい(~､/<t敏71iJ標による都rtJ
の軌吋J_化を行､･'たOこU)気象榊1.:lTIによる都市類型U)
地坪的広がりJjには､l川脈･山地 ･触地などの地J.:i
的締付､梅JJf':租か(-A,のTlI:酢などU)水陸特性､駐流 ･
'Jf･流q)影坪などが反映さす｢'LrいることがわかったJ
しかし.こUJ都r!JL懸JIC-1にC,;L199(伸二の5年移動平均
をJIい ており､姐速や冬If･虻李の気敏相性などが
Pj-臆されておらず､恥 fJ-の地即的端境と0)./J折もィ､
ド/Il-FあるCまた.軌 臣T)氾flvi.Fli硬化相性と都If川二
職場tRil人It.の辿悦を倹討する軒にを.【､都市化初州 (
1湘粥 ミと 謂 )ir) に ､LFlた る 掛 !1-0)lJIJ.l‡!.帆 現場i∴HTろ
_'軌範特 性 を 把 握 して お く こ とが ILPt.聖 と な -1てくるt.
そこで本編では､まずL9t'in隼の肘 h-(観測地点)
(I)lib.即的馴 宛を点す101-)'fサム (.q2]J:-IこITり-I)杏_A
もとに数駄化IlⅠ机を川いて地理帆脚光からみた掛 Fi
a)軌叫 ヒを行一･.)たU次に､lt1tir川:にJ･sHろ長和 7指
揺 ('HI隼移動､I':均)のE人け帆ILf,I:把即した 卜で､選
定'した19ml!T,'ilをもとに主成分/Jl桝田 rナ〔-/x'JR年下｢ぎミ
に関する掛 hLのBrlJPJ.ft:.を試み､他州l(J掛 産と気象特
什という観点かL-)郁rfJ-(I/)伽似件に､ついて検討した(.
分析封litC:t､lgti(IiF=･IllJ'陣において気象台 .測候所
のあ71)L'i絹潤 である｡I/1析指標は､気･qkJAT-ir:A報よ
りWIitしたluif-紳助､ドJfJイILt､ll､=:他用錆の.=JJjJ/IuJ
tu)地相到 lい た計測佃､同じくtf木!f(J戦1頼川)lkか
ら-/.'-夕化した仙などである,ただし､It).55叶かL･-,
1仙川ミu)tIf州.Flo)IxL象行年泥にJ汀､て/)(ji.=]' Jt/が
iF')･こ}JL!合には平均fLl.tを用いて･移動平lIJを1削IfしたO
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表 l 数量化Ⅲ矧 こよるカテゴリースコア (10-I)
lV140 0 くオホーツク海〉
図1都市を取巻く地理的環境
2.観測地点の地理的環境
I96t的:･にま汁†/TJ粧tT.り地点(T)地I酬くJ騨指を検討する
たi/.)､阿1に正す一地*Llf､/l.水井､軸城､軸流､2JJ
IHJlの軸面flnurlI.Tftiまで0)粧郎なC1･丁をもとに､旭
川1.的畷境を長.(=i7標として､長日川(け †テム.tr)2
カテゴリーを.ilJ'IL'し､数冊ヒ1il料を川いて分析をf;
-.)たQなJ=-;､地理的環境をム't.｢損拙 こLt､観測地点
lLF;1辿g)建物敗号制rJ:I.iFIJJrl､Ilは -rU用灘などU-)Lli1-,+;
も考兵L-'小量が､文一--2に音.;いて､t人il-梢造にi:LL
んど辞YJ.Pが:JL吊.lなか-_･'たたLtJ)!/1折から除外した0
枚&t_化II甑を行-_'た結末､長t.ミ=,1-.･す5柚が了等ら
オlたが､柚の解釈を行･.?ILl･二､.し､‖/U)ことが.I)かるっ
耶l叫lL､!.IiLシナ軸､すホ ツーJj恥､緒.L用(,など
のJl･jlj-がLf二に';!T'Fj-し､控高.柵まで0)批離､
l川手l:t､紘地などU)カナコlJ､I1-がnに'1.ifFj-しているこ
(.i-_から､tll問部とInJ]rL一部を分'.+う軸と解釈される｡
アイテム カテゴリー 凝市数 第一軸 第2軸 第3触 第4軸 第5軸
緯度 135J木浦 610.12 -0.30 -0.22 -0.01 0.002 古-400 56- 20 ,05 6 0 -,3
340}以上 26 0ー14 0.59 -0,05 0.0+1 0.07
JIB 0◆07 -0十lt 0.ll
3135-1-1が 52-0.13 -0十07 0◆14 0.07 -0十Ol
4140○以上 40 0.0▲】 0.44 0.06 0.16 0◆04
標高 llOO一打木浦 114 0.13 0.00 0.03 -0.01 0ー032100-50On1 21-0.47 -OrO2 -0.18 0.09 -0,07S吉OO-lOOOn 〇 0.0.1 0,08 -0tlO -0.I
41000巾以上 3 -0.0 -0.18 0ー04 -0-34
望月 l()t二木捕 7 -0.13 0.29
20-5℃ 6 0†24 0.55 .29 0.09 -0.15
35-10て: 24 0←12 0.2- -0←05 -0.15 -0.08海面ヰlo-15 49 .9 -,与 0 ,20
温度 515-20℃6内陸7不明 0.25 -0◆36.10 0★34-101
39 0▲02 -u十02
3+ 0,24 9 ぶ､′/k5ー
120ーC2 -25 9 -0.ー2★28 020
8月海面 25.0.18 0∴29 -Oof 0.01325-30 70 9 - 5+ -008- 2
温度 寸内陣 39 0.02 -0.10 -0.01-0.02
祇水油準 1オホーツク2太平洋 也65PiRv -vsv蕪対義1 0.28-07
-0.02 0.01 -0.38
3日本海L凍シナ 431 -0,03や.17 0.ll -0.46-0ー25嘉敷戸内縛 18-0.04 21
所属締域 1才~ホ-ツタ2太平洋 148 0.28-04
0.18.0,0+i 0.+0
3日本海寸束シナ峰 27ii 0.17290,15 _塗-0◆49 ,1
-0.4tl-+.25内海 4ー 0.l 23
6柵水 39-0.50a.02-0.06-0.05-0.05
纏練 lニト鼎7時2対馬.千島海流 360,29.rJ監壌銘瀞鱗ノSJ人頭0.29 -0.lLl3対馬海流 420.20 3 0.25-0.i4日本海流 28O十 -0.26-0,20 0.53-0★36
a
6内陸 40-0.520.02-0,10-0.02-o∴02
地形t山頂 6-0.3-o★09-0.il+-Ot27-0★L4
2山喰 告0,21-0.25-0,14 0.14 0.10
3両燈 il-0.08 0.00 0.06-0.15-0.10
頑台地 20★16 0.53 25 CI.0 ◆05
5寧野′ 510.16-0.08.0十22 0.02 0.26
6蝕 27頚. 0.02-0†10-0.05 0.05
7 lOo十〇-028-017-0.26
8岬 70.2-0.16-0.16
締ま120〔仙以内 270◆24 0ー09-0.18-0.rー-0,272 -50m .0 .23 09 26 05
での350-200 250.2-0.15 0.Or-0.03 0.07
距離4200-800 20.l5-0,18 0.20-0.010,25
耶2+･山は､れト-､ソ.'J梅､2jJU川(ltl(血腫0℃上
溝､HJJの恥柚,f‖t捜2tr(1.机駅[(i:')'!ミい軸域を示すカ
ナゴり-がJL:に･J%く寄Fj-し､束シI一泡や強.L･lJ軸左
(lごiL.lt軽J>1軸蝿{･小すJJjl:イリ､-が!'lL'/itffJ-1している
こ と から､恥域o)塞冷.渥嵯Ff.'をよす柚といヌる,
第3軸は､寸:トー ツタ軸､東上〕池などH本の端
桝の軸蝿f･-:.示すIJ]7-1ゴt)-が('is'1∴ Il舶flj.礼Et!い
T比和純なJt-1本州J.rj辺U)恥鳩車.′Jr(J>-カテ:.[1J-1がIE:.
にそれぞオIri汀Fj･し､標l甘なく_i.a)lrlLFit-;･ci)カナ1-llJ一･.-那
そ0)LH日付)fLlT:を示すことかL,､本州近恥か舶Y-:また
は北i'7(:に屈する観測地,I:tかを人別する帖といえるn
耶4柵は､人､円羊､岬.HJt二流流､T･.i:j軸流など
七､円'fr-t!'-a)要素o)汁:-I-Ill)I-I);[1二に廠く告tj.し.､そ
のはかU)fflh削こfl.那(I･tlJ要豪のカナ:fリ一一はf_tiに寄Ij-
しており､太~t-甘川FJとをレⅧlJする軸L一)'JえL')れるo
耶ET)軸は､軌 i出梅や内海J)カテ:-fIJ-1がil三に寄
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図2 各軸のカテゴリースコアの布置
FJ-･tノ､Finl.L'rli;-ilt中心シナ抽出 ,I.:廿it'lに寄与し'rい･7Jこ
とかL)､内海什か外n':fl:を/JTけ為紺と解釈､＼れ/-('.】
匝lnl､これらU)l･:fLJ+:Jり1-が外軸に甘Ij/-S~
る様(-を黙､!;ln-｣1.にそれぞれ(lJlLt!.IL･たものである,
この.r:J軸のサンljJルス二ITをもとに､ク Jーtスケ･一･'IJi
i,rFを=いて地理的!qTl蝿からみたti:LT.ilミLlLf王点くI)恥型化を
行-I_.】たol叫3にt.:t各町附 )結合状況を.各町ti!のii
仏的な都rL.-FTを去2にそ･11ぞ打示Lた.言E-た､Lk:i
に市町P,Ujcr)サニブルス:｣アU_)､畔IJTfL-tl'を､囲II'Jは
再flrj型を地阿卜に布fT'rlL地珊1(J/L[広がi:)を示Lた.,
これらをみると､耶1紬によ･'て日本のffl.L史(川脈
やそU)逝辺のIE川Hi7F･;は類型Ⅵ1..相川VIlT･規7剛X.類
)-t.!xに分拙され n持郡とは(A:Jlされることがわか
る｡さらにiMIf糊 は､恥域の寒冷･ih.L暖作を.JTLJ-約
2軸､本州川i!J_75＼｢齢TIL.北i､tr二をt<別する拾二川I.義
よび太､円､｢仙JCt:をtil)lTJする肌′1柵によ←1て､I心両
州i;旭川 nT.類叫V･ま押IFIⅤに､太平洋側もご用ri里1Ⅰ
･附l-J.Vl･肘 P.);:･肘PI.lI:二に､i.kシナ軸佃のIir,t合は
内fliのが別型..trT.:､ 外 由 が J%L)tl'i:L.IiにJl粗されている｡
また､オ･,ド -ツ ク 恥 沿 F'T'=U)雄 武､fn･-'､純朴糾走
a)1都rいよ軌 F.S!1.1に ､ 漸 JTll^JWLi削JtI比fnLlt.!Xi一二L-そ才1
ぞれ所鵬する 日 1I)地 理 J:BL境 伽 Jt.1!がJf臣'才1ている｡
図3 地理環境類型の結合状況
表2 地理環境類型別の都市名
類型 Ⅰ 雄武 網走 紋別 北見枝幸
横型石 釧路 根室 広尾 浦河
類型Ⅲ 稚内 羽幌 留萌 小樽 札幌 寿都 深浦
類型Ⅳ 秋田 輪島 新潟 伏木 高田 敦賀 酒田 相川金沢 富山 福井 舞鶴
類型Ⅴ 松江 境 米子 鳥取 萩 浜田 福岡
.類型ⅤⅠ室蘭 江差 函館 青森 lむつ 大船渡 苫小牧 小名湛宮古 仙台 石巻 八戸
類型ⅥⅠ旭川 帯広 新庄 若松 盛岡 山形 岩見沢卓都宮福島 白河 長野 高山 松本 諏訪 倶知安軽井沢前席 飯田 甲府 秩父 上野 日田 伊吹山河口湖
津山 京都 彦根 飯塚 日光
類型ⅦⅠ剣山 人吉 都城 阿蘇山
類型Ⅸ 熊谷 水声 岐阜 三島 登園
類型Ⅹ 奈良 山口
類型ⅩⅠ銚子 津 東京 横森 勝浦 千葉 四日市名古屋
類型}Ⅲ浜松 静岡 尾鷲 綱代 大島 室戸岬伊良湖和歌山潮岬 延 宮崎 枕崎 油津 八丈島御前崎三宅島
徳島 宿毛 清水 高知 洲本 宇和島石廊崎
類型認 下的 広島 呉 福山 岡山 姫路 多度津高松神戸 大阪 大分 松山
類 西郷 厳原 佐世保
樽型XV佐賀 熊本 阿久根 鹿児島
表3地理環境類型別平均値
第1第三軸第3軸第1軸第古軸 類型II-.-一､､㌔ヤ虹 ,.?-一:lJ'ノ Ⅱ,三才…ぎ Ⅵ∫●
類型Ⅰ 0.13+0.260.20-0.100.0
類型防 0.09-0.0古0.10-0.130.0.
類型lV 0.-1.0.160.180.190.00.
類型vl-0.32-0.08-0.t-0,0∴l-0.01
類型Ⅶ-0,210,020,8望.0.Oi0.00
類型Ⅷ-0.26-0.1l-0,13-0.070.02類型Ⅸ0.09-0.0-i0十05.0.l0.01聯型Ⅹ0.13-0→-0.060.18-0.01
類型ⅩⅡ0.トl-0.060.08-0.2-0.01頼 0.-舌-0_2-0.-0.14-0.01類型XrV0,19-0.20-0,18-0.20-0.03樽型XV0.230.65-0.17-0.190.01類型潮0◆170→42-0◆20.150.01
類型Ⅳ
∫雛Ⅸ鰍 登柳 Jyi-三t野草Ji 横型Ⅸ
㍉了. !H::.十一★ 十二‥
t,.//I.':
密 議 戦 場宙鼠捲き中＼ ,-.i+
t'.+ 十十1､上古∴一Q 一.･,書㌔看 笠警‰型闇類型詔 竜:茅類Ⅷ
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3.気象指標の因子構造
/Xt敏輪転としては､長･^tに示すよJ)tI.Il'-Ll:)/XLiI"i
-品l:.Jiiも恥 ･l細t気混､相対il!,I:.藍･水薫宝ufl.､降水
il卜 陣 ･`I;'EIt､日照If､川H､岨速に偶すFi):i7指標を州fl_H
したQ 折拙U):J‥:～-JJL'･-トー､1肘11I･か{)196,1年のLO作
間U)移動､fI･Fr-1を1,7.)Lrして川いた∴tた､_/気象JI野に
こ.!-･;いては冬季o)仇には りjの､ド均が､止季こ7)1'直には
HHU)YI-均が ･ 椴 に仙川Jれるので､本恥で幸､そオt
L-/tLL-I,-:'て IHとtHJを拭川した.また､隼帖Jt':til
a.iHcl･IIlJの 卜IJJ平均U)Jl,'Iを､F:!較]l'-:とは lLI
a)JdIL:.'ilLtfiLIP_J甘統帥u)]'::の1カ)いfi･均のことをいうt,
こ0):i7指標のFf:1r･J/1折を行-I)た鼠'i黒､んJlに示 す
;-1l人Jl･が柚HJlされた.累相帯jJ-1率ははばMI,r･!"に遁~tI
るが､柵の解釈を行うと次のようなことがいえる｡
肺lNrには､平均気i.LtLや水兼左･JL-.L'.FRLJする肘蚊
や粒が-lT･IにIt:Iiく､逆に山伏:A-t洞や/&浦iU)隼較差､隼
､Jr'-均師p-F㌻亀の折襟が('Iに強く甘Fj･L.ているo Lたが
-JT､このt人け 柚には/x沌Iol)r自l帆に槻する指標がほ
ぼ鮎的されており.税測J軒.･,C･T)綿.Ftljこごが側わって
t･1る柚と考えらオし 温暖 ･寒冷因子と解釈される.
爺2【人tl鷹.は､叶＼li-Jf･)風速､ IJrjとtiF!のll'･均凪
油などがIr:に'･.flj･し.､年平均長浦.1-牛とりいrLIF,]･lltihliの
FI較Jl'-:､舶連作餌差が川 こ寄Ij･している｡ 隼Fiぎほ 通
して凪が倣いnJLl!-mT.tL_11I1g)晶占l較差などが地L.い
t川恥恥!-_o')/A.L象iき.性U)違いを表しているとPJ-えら1L
ることから､沿岸 .山間因子の軸と名小けいL)かFJ｡
肌3!^け への栴標q)寄Ij･(:t､1Ilo)､ド
均日脚時間や陣.JKilt隼較差などがJE.Iに
H肘柑ZりOp)隼較差や 1LIc')､伴:)降水量な
どがi'lに市Fj-している0--)まり､ 川 '･LFr
情人叫 .Iが多く､しか1-)気?.t"lqJL仲;;I:.那
あり､冬季t調.JLが少なくIhL李が明確なTL･iJ.
測地.It.Ltを区別でき捌･lIH∴ tl水和州 L
太平洋側の追いがJklIlkされた紬と佃 畑さ
I).､表tj本 -衷日本因子U.)i･tisといえる.,
第4園子は,真率や琴平均の相対湿 度
だ け ぐ /(亡く､年子こM l対i!"!.,r封 ;【1-;こ強 く
'･,i:l]-しており､ -年中高い川封淵旦F';.示
lHiJ.測胤 1沌 /Jl軒 ｢捌Ilrで､湿潤性国子
をJI芦=q帖_いえ･Ji70よた,節;I)Iql･はtq
Jlや†I-rMu)柿/Ki前 言rl1.にlt:,･妄く甘Iiしてお
り､多雨性因子を長す軸と理解される.,
表4 気象 37指標 の 因 子 負 荷量
薪l因子 第 2因子 第 3因子 第十1因子 第5因子
年平均気温(℃) 0.99 0.05 O十05 0.09 0.09
･8月平均蒸気圧(mb) 0←98 0.03 0◆03 -CI.07 0.08
8月平均最低気温(℃) 0★98 0.0 -0.03+-0.10 0.00
8月平均気温(℃) 0,98 -0.15 -0,09.-0.02 -0.06
年平均蒸気圧(mb) 0.97 0.07 0.03 0.06 0.16
年平均最高気温(℃) 0.97 -0.19 0,09 0.07 0ー06
1月平均気卓且(℃) 0.96 0.19 0.07 0.13 0,13
年平均最低気温(℃) 0十96 0.22 0.01 0tlO 0tll
1月平均最高気侭(℃) 0.95 0.01 0.23 0.ll 0.12
1月平均最低気温(℃) 0.93 0.29 -0.07 0▲13 +0.ll
素気圧年較差でmb) 0★91 -0.Oil 0.ll -0.22 -0.01
h 月平均蒸気圧(m 0,90 0.15 -0.17 0.19 0.21
･最低気温年較差(℃) -0.72 -0.50 0.ll -0.26 -0.21
年平均気温年較差(℃) -0★67 -0.47 -0.29 -0.26 -0.32
年平均降雪量(cm) ⊥0.65 -0.13 -0.52 -0.01 0.04
最高気温年較差(℃) -0.57 -0.47 -0.51 -0.20 -0.31
1月平均風速(m/S) 0tOg 0.95 -0.Il 0.01 -0.08
年平均風速(nl/S) 0◆01 0.94 -0.04 0★00 -0.03
年平均気温日敏美(℃) -0.03 -0.93 0.19 -0.07 -0.10
8月平均気温日較差(℃) 0.08 ｣ ).89 -0.19 -0.02 -0.19
8月平均風速(m′S) 0.18 0,85 0.0 -0.03 ･0.06
風速年敏美(m′S) 0.03 -0.71 0+21 -0.05 0.20
1月平均日照時間(h) 0.21 -0.12 o◆dl -0.06.-0.06
日照時間牛較差(h) 0.31.0.12 -0.88 0,02 -0→08
年平均気温日較差牛較差(℃) 0,ll -0.03 -0.88 0.01 -0.18
l月平均降水丑(nm) 0.09 0.03 -0.82 0.03 0.30
降水丑年較差(mm) 0★06 -0.03 0.74 0.03 0.Ll3
1月平均気温日較差(℃) -0.0;i -0.64 0.67 -0.06.0.01
年平均日照時間(h) 0.40 -0,10 0.66 -0.15 -0.32
8月平均相対湿度(%) 0.07 0,0 -0▲02 0.99 0.
年平均相対湿度(%) 0-09 0.00 -0.06 0▲99 0★Oi
;1月平均相対湿度(%) 0,05 -0.Oi -0.14 0暮98 0.03
+相対湿度年額差(%) 0,15 0.39 0.50 0.70+ 0.08
8月平均降水丑(脚) 0.17 0.00 0.17 0,08 0.89
年平均降水量(mm) 0.45 0.17 ｣ ).23 0.07 0.77+.
固有値 15.61- 6.63 5.47 3.52 i.97
寄与率(%) 12.2 17.9 ll.8 9◆5 5.3
表5 気象指標の主成分ベクトルおよび主成分得点 と の 手聯 I係数
主成分ベクトル 主 成 分 得 点と相関係数
第1 第2 第3 第4 第1 第 2 第3 第4
主成分 主成分 主成分 主成分 主成 分 主 成 分 主成分 主成分
1月平均気温(℃) 0.38 0.00 -0.07 0.03 1-㌻ 十 l*&*0.義 0 . 0 2 -0.18 0.06
最低気温年較差(℃) -0.33 0.16 -0.08 -0.09 0 . 31 -0.15-0.14
年平均気温(℃) 0.36 0★01-0.16_0.01 0 . 0 5 -0.30 0.03
8月平均風速(m′S) 0.17-0.18 0←35 0.00 -0 . 3 8 0,60 CLOl
蒸気圧牛較差(℃) 0.33 0.10-0←15-CI.04 0 . 2 2 -0.31-0.07
8月平均日照時間(h) 0.31-0.05-0.20-0.27+ - 0 . 0 6 -0.36-0.27
日照時間(h) ll ,41 14 1 ll ,14
l日照時間年較差(h) 0.09 -0.37 -0.23 -0.25 0.12 -0◆29 -0.26
年平均日照時間(h) 0.16.0.35 0.05 -0.14 0.34 -0.06+-0.16
1月平均降水量(mtn) 0.01 -0.37 -0.22 OトIO -0.02 -0.18★ 07 0.10
1月平均風速(m/S) Oil -0.25 0.40 -0.13 0.52 -0.09
年平均気温日較差(℃) -0.12 0.28 -0.36 0→02 -0.51 0.60 0.01
相対湿度年較差 (%) 0.14 0.18 0.42 0.1こl 0.52 0.30 0.13
風速年較差(m/S) -0.06 0▲2i -0.32 0.22 -0.23 0.40← 0.17
8 … ll 02 01 0.63 33 0.00
年平均降水量(脚) 0.21 -0.20 -0.09 0.49 ･0,51 -0.26 -0.0771-~i遍や.
年平均相対湿度 (%) -0.18 -0.19 -0.07 0.28 -0.35 -0.40 0.06 o∴io
固有値 6.43+i.33 3.19 1.8i
寄与率(%) 33.8 22.8 16.8 9.78
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4.気象特性の類似性
/I.1 /XL壌指標LT.よる都市の/JIB-1輔
先に州=fiした/'-(･SR.'i硝;ほ,･L.i札 湖l臆･寒冷囚(､削
Ilft-･I【Tr;別人ll-､ぷtl本･iL(tI本囚(.､氾潤什込げ ､
軌.ト1'fiミt人け0)(,qJ'･構造亭･も ブーことが理解できたOこ
こでi-:L より少ない桁標で効.,Llt的に/xL範年､州:をAL.!i
できる軸を求めるために､･糾胡IJ'･州へ(:I)I.守fj-がFrt柑
しないように指標を減らすことを試みた｡そ0)際､
こU-)囚(･構造を保/Jす ることをIllF臥 卜flJJIlt1-をfJ-I
-)て風浪しながら､点5に示す刷市襟を遭足したJ
rl.-1良には､選足した19榊標をt,とにIL'.成./I/Jl折を
行-)た&Ji火として.I.IJt.UJIベントルおよび帥U)解釈
杏_'Jit鮎にするために1ミ成/Jl得,(.'艮二lt描撒きとJ)州.関係
数を.)ミLたt､Rul'r･,iflj･率が榊-).,を超え､2損棟でも
rF:.I;い肘fl帆を示す脈･11L:lJE/Jlまでを採用したが､各
軸の解釈を行J)と､I:.に次u).よ:)なことがいえる｡
節 lI_L:成分比､ 1Jはミよび年間のlFr-L均気iL.tなどが
1日こ高く寄tJ-･し､)FWt気1,FuLO)ili帖]f:Lや年平均陣rl;'根
がf'lt=/.S'Ij･している｡L･たがって､I.fB'lfq.)ある寒冷
な8-LI.測地点とflf門 U)ないit"t嵯な観測地点を/1!fi.(I-ち
U)に適し･Tいると考えられ､寄Ej-a)(i･;flOp用･ilf:P3-
慮すると気象環境の温哩性を長す軸I･:解釈される.,
(都市数)
類型Al(5)
類型A2(3)
類型A3(3)
類型81(7)
類型B2(5)
類型B3(1)
類型cl(ll)
類型C2(6)
類型C3(8)
類型Dl(17)
頬型D2(10)
類型El(4)
短型E2(5)
類型E3(1)
類型E4(13)
類型F (7)
類型Gl(8)
類型G2(7)
類型Hl(3)
類型H2(7)
類型H3(7)
論2主成分は.1FJJi1､L',ii)-問U)､TiL出川!(iJl:.il.iJな
l･:賢がIfl.にJl.ti'Fj-し､l川(iJTJiF;I,Ju-)隼較差や 1月の簿/,kl止
や､Ti.F,]航跡がfu'1.tiT./j･しているnこれは､桁標がlI:.
に'1.il:Ij･-Lrqると等干L'tT･Ftト人が多いiF"ILE匿な拙洲地点を､
逆にLjlに';好Ij･する冬季は雨や風のHが多い情人が/i>
ない観測地点を長L･ていると典!解される｡折標O-)I卜
魚持t,lかL･',気象環境の晴天性の1F'Ilと,rl-1けL-)寸1るq
耶3I:JI.UJ汁し 榔対煎出生年較JT-A:がIt:.に',iflj･し､航
跡o)隼較Jl:-や咋平IJ,'kfl:.tLの冒較差が('tに'#Fj･Lてい
る｡恥:i主成分によて:て湿潤性L'チ鮎差/Jiti'FJ拙測
地点と刷夕o)冷込みや姐0)強い季節が;･hる531.dfJILtJ.,I:､i
を区別でき.気象項塊の季節性叫油と考えLjかる巾
的Jllミ成分は､イF:･Fl恥トitlt75i多く､特にbJJカミ泌iR:
な観測地点をよす気象項境の熱帯性の柚といえる｡
･1.2 軌似した/ft範特性U)地PI!.rl(J広がり
l:J戊分分析で1ミlfら才tた/荒喚堀境の弧I旺f'f三･晒大iJf-:
･季節什 ･熊iJl-IT'[-:(I)Jl軸の.lL:FJUJI得点で構成される
･1次jL;刊日日二部‥i(観測地点)がIt.I:tTI,tする1-)のと考
え､クウスターーJ/I折を川いて小分軒は して､l叫:r)に
小す21に都市fr-:肘印した｡また問Gに､郡1･拾2
l'_成分平Iftf'卜に月日jを･(!Jt置し､この11軌吋!をti､●)に
ゲル-1化した様 J'Lを示したが､21拙]5-.!=とにr-iltl/i
図5 気象指標による都市分類 図 6 第 1､第2主成分得点による都市の布置
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〈日本海 〉
類 型C2
類 型Al
(オホー ツク
海〉
類型Cl
___一 二三 ~二
類 類 頬 類 類 類 類 類
型 型 型 型 型 型 型 型
類型H3
(太平洋〉
0
を附jりし､I.i体的な 榔 Ifi･rT†)-亡き >,'湧 ､ぎ り 記 し'!-=9
都制 こよゾ ⊂徽測 地 点 が 都 心 に (.tLJ,tかれたt.I).如上
か 【lru-)赴く0)辺 抑 な 場 所 に tt!1':か才rたりL/i-いること
を考 叔 す る と ､厳 吾 t'･/い え ば .rt:.範lqf冊:･'-1をtR･約し
たJl 柚 で 肺 If!-を 酢 '1･r.LヒLたLi･:い /)よりほ､ffil'以した
気･敏特性 を 示 す 地 域 (/I).I_).Lがr),J/七Lて上l晒!.したい0
匹77LT_､この軌似した:x'二恐枯･廿uJ'ltJ.5ft!.L'(Jな広がり
をrf奉地図に示し/たOまた､･lTjf.岬L闇.1封trj刑T_おい
て気敏帥叶の鞍i似朴を示す地域を衰亡iに蝶理したO
地理職墳拙Jtl.!とJ,ち-(候1.tliJt-～:(T)関係f;:みるL､北海道
やFhEfl.1･lit汁thT押 ^･軸Ji'P,､ミ酎･1本は類型ド･鞘JP
(:;･鮒F.!tl､Fi北lMJ-の太It再羊81は鮒里(二､献J,IJIJ
Tt,jiこt鮒t■=)､開山IJ.LILtu)太平洋側は附印1.1二とい-'/'1-
/;'L象相性の類似fJE-:が読み取れるL.なお､/A-(象特性び)
具体的な帥徴は､長7(.T)分析弓鋸二村する寄与が明確
な気史郎-1拙u)(q/ル ･ーソ1]tいIl-Jf･JJLt.-I:を参!旧さ才1たいO
5.まとめ
(Ll紬舷 .鮮度 ･標高たど叫持拙 二/rl水匹･雨域 ･
･軸流などの指標を加え上牧;lHヒ17ttf'lによ､･;て､旭
測地点をIll問郡とiⅢIt'-lI.i;!二/1廿､さら日††眉1廿t海
域U)I)'S･冷 ･氾暁性や人､打fLt･tHこ海とい･川棚 軸域
などG)地PIP.環境要素が反映された肘でl!が得【~,ltたo
tJI克rit:う7指標は､泥嘱･rJ-i:･I令､沿jLI!:･tl間.長I.f
木 ･F.i【I木､ilL.'･ilrW巨､多卜冊Eo)I-)囚(･帆貴をもちー､
こU)構造を†某IJ-する1珊丁標を渠約すると.気取fRti'i
(/)ih=駐rト 情人什 ･李的性.熱肝性o)分村il'nが描出
でき､Hiこ糾也u')'Xも刺青作の鮒以f'f-1.をよす21m)P_蕊
たは8グル-ーソ u)地肘内航がりなどが把Pi_できたe
類型EI A B C D E F G H
図7 類似した気象特性の地理的分布
表6地理環境類型と気象特性 .(都市数)
㌔ 類型A 類型B 類型C _0 類型E十*類型G.類型HAlA2 81B2 CIC2 DID2EIE2E3E GIG2HIH23
類型Ⅰ 茅碧~ぷ
類型皿
類型班.
類型Ⅳ
類型Ⅴ
類型vi 読 級;-/､讃′砂 選慧き.
類型ⅥⅠ Vも._i p/守 潜盗蔓/ノ管禁 碧海登∵十
類型Ⅷ ぺ浅ー
類型Ⅸ
類型Ⅹ
類型嘉 I-3苑uy%節月¶+★ "〉ノ慈
類型刃1 /発券務V/繁 鷲で､J,qt--i< ,だ
類型ⅩⅢ 無~-
類型 i∴
類型Xv #
表7 気象特性の類似性
類型A廃型B滞 型C#gD妻類型離額壷F蔓療鮎 葦類勤
1月予均気温(℃) -+.1 -5.010.3 i.3-5.1書0.3.2十7†.7.8宣 ト :十十 卜し+半 丁率欄 鷲首㈹脚力ー~8.5 6.8 11.8 ~i訂逢
長低気温牛較差(℃)★ 一+ ; 23T 22十1月3.2+22.7u9.3
-A:
年平均降雪量(cm) ふn L T: :175ili6 1藩T l盲㌻+3 161 151号rO6
+薄幸軒自肘≠.立 135.
車宰好古鱒時師弟 や+膏顧聯 嘗L-首p-'も等粛軍萄抑 柵r嘗青草蒔栄誉嘗蒜首冊ぬ衛櫛 顧菱1常㌢ 172
申
3.i i.0!7.3 号十5⊥ 6.早
65 71 159 291号132
6 18 7 0享 17
風速牛較差(td/s) -0.7 -0.7ト3.5 -0.9ト2.1
革率葡萄薩田`糎 驚き8.5 7.ii9.i 9ー0 頂yy官有"頂罰 *6蕗 ー
8月平均 水量(tntD 158 220号165 176 261,167-181号216
青草再再来畜(読 +i軒 1ラ㌃号十 189!116 205i207
文-2:無漏田芳信､′ト村治､小林定数､地濃茂雄､酒井要､那須幹弘 ｢都
市の地理的環東と気象特性｣､日本建築学会中国支部研究報告隻
･第21巻､pp.58卜581､1998年
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